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論文内容要旨
 i.研究目的
 17世紀初期から18世紀中期にかけて、内モンゴル、外モンゴル・ハルハ、西モンゴル・オイラドの
 モンゴル諸部は清朝の支配下に入った。清朝はモンゴルを統治するために行政組織として、満洲族の八
 旗制度に準じて旗を基本単位とする旗制度を導入、モンゴルを内属蒙古と外藩蒙古に分けた。内属蒙古は
 清朝の直轄下で、総管旗制を敷かれた。総管旗の長たる総管は非世襲で、中央政府から派遣される将軍、大
 臣などの統制下であった。これに対して、外藩蒙古はザサグ旗で、ザサグ・旗長は理藩院を経て皇帝から任命さ
 れたが、世襲が認められた。いくつかのザサグ旗が盟を編成する。このように清朝のモンゴル支削は、ザサグ旗
 や総管旗またはザサグ旗から編成される盟の有無など地域によって制度的に著しく異なっていた。従来
 のこの分野の研究は、主として内モンゴルや外モンゴル・ハルハ部を個別に対象とするにとどまってい
 首上、西モンゴル・オイラド語部に対する支配構造の解明も立ち後れている。すなわち、ズーンガル及
 び清朝とズーンガルの関係に関する研究は蓄積されたが、清朝支配下に入ったオイラド諸に関する研究
 はほとんど存在しない。
 しかし各部に対する清朝統治の背景には、各地域や部落の歴史的条件があったと思われる。いわば、
 モンゴル諸部に対する清朝の統治は、その支配下に組み込まれた歴史的状況によって異なっており、そ
 れが結果的に統治上の差を生み出したとも言える。従って、各地域や諸部の清朝服属過程をそれぞれの
 歴史的条件に即して検討することによって、清朝のモンゴル統治構造を総体的に解明することが必要と
 なる。そこで、本研究では清朝の支配下に入った歴史的状況と時期、清朝の統治構造と居住地域がそれ
 ぞれ異なるオイラド系集団を取り上げことにとって、清朝のモンゴル統治におけるオイラド語部に対す
 る支配諸制度の成立過程を検討する。
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 2.史料について
 特定の部落・集団を事例に清朝の対モンゴル統治策を研究するには、清朝の中央政府が編纂した史料
 以外、公文書史料を使用しなければならない。清朝ではモンゴル統治を行う際、満洲語とモンゴル語で
 地方官と皇帝・中央政府間の文書が交され、現在その文書の多くが中国、モンゴル国に所蔵されている。
 これらの公文書史料のほとんどが未刊行のため、筆者が直接梢案館・文書館に赴いて、史料調査・収集
 を行なった。それによって、従来の制度的な側面からの研究に加えて、清朝の対モンゴル統治構造がど
 のような条件で形成・実施されていく過程を具体的に考察することができる。本研究で使用した史料は
 以下の通りである。
 ①清朝の中央政府が編纂した史料。『清朝歴朝実録』、『欽定次清会典』、『欽定大清会典事例』、『平定朔
 漠方略』、『平定準喝爾方略』、『欽定理藩院則例』、『欽定外藩蒙古回部王公表伝』等。
 ②公文書史料。
 ●中国第一歴史梢築館所蔵の軍機処満文奏摺。
 ●モンゴル国民族中央アルヒーヴ所蔵の清代フォンドのモンゴル文・満文の文書史料。
 ●東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所所蔵「黒龍江将電衙門梢」(原本は中国第一歴史
 梢案館所蔵)。
 ③その他。例えば、『科布多政務総冊』等の清の官僚たちが著した史料。
 3.論文構成
 前章問題の所在、先行研究、史料について
 第一部康煕～雍正期のオイラド諸部統治
 第一章康煕帝の親征とオイラド諸部のチャハル八旗編入
 第二章雍正期の「ウールド盟」設置
第二部
第三章
第四章
第五章
第三部
第六章
第七章
 ズーンガル遠征とオイラド諸部
 ドゥルベドの牧地問題について
 オイラド諸部の黒龍江移住
 ダシダワーの属民の熱河移住
 ホヴド参賛大臣管区の成立過程
 ホヴド参賛大臣の設置過程
 ダムバイ・ウールドのホヴド移住
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 第八章ミャンガドのホヴド移住
 第九章ザハチン総管'旗の成立と参賛大臣管区編入
 第十章ホヴド参賛大臣管区の成立
まとめ
 4.論文内容
 第・一部では、康熈末から雍正期にかけて、ズーンガルから清朝に服属したオイラド諸部に対する清朝
 の統治を検討した。ハルハの帰属を受けて、ガルダンを討伐した後はズーンガルを支配下に入れようと
 していた康煕帝は、チャハル八旗に編成された投降者の一部をザサグ旗に再編して、ズーンガルとの境
 界地域に居住させた。また康煕54(1715)年にアルタイとバルフルの両方面に軍を送り、ズーンガルと対
 峙した際に服属させたウリヤンハイ、テレングドの諸部を、「信用できない」として彼らの主入である
 ことを主張する者の下から離して黒龍江に移住させたのは、ズーンガルとの戦争に備えたためであろう。
 この康煕帝の後を継いだ雍正帝は、ズーンガルと和平の方針を取り、ズーンガル及びロシアとの国境画
 定を推し進める中で、タグナ方面のウリヤンハイをモンゴル王公の属下として認めることにより、その
 居住地を版図に入れた。また、雍正6(1728)年にズーンガルとの境界地域に居住するオイラドをまとめ
 て「ウールド盟」を設けたこともズーンガルと休戦したことを確認させる。すなわち、康煕帝と雍正帝
 の対ズーンガル政策は、オイラド諸部の統治に反映されたと言えよう。次に第二部では、清朝のズーン
 ガル遠征におけるオイラド諸部の移動を取り上げた。乾隆ig(聾54)年にズーンガル遠征を決定した乾隆
 帝は、ズーンガル平定後にオイラド諸部を原牧地に帰還させるという基本方針を持っていたが、アムル
 サナーの乱によってオイラド諸部の故地帰還は困難となり、彼らは頻繁な牧地移動を繰り返した。そこ
 で、故地に帰還できないドゥルベド、ザハチン、ウリヤンハイは、ホヴド周辺に落ち聴いたが、同族と
 の同居を希望しない小燈模な集団は、黒龍江に移住した。その際、ダシダワーの属民は、7000弱人から
 なる彼らを管理する者が存在しないことを背景に、他のオイラド諸部とは逆方向に移動し、最終的に熱
 河に居住するようになった。このようにオイラド諸部は各地に分散されたことにより、乾隆帝がハルハ
 に約束したその牧地をオイラドに占拠させないとのことが守られたのである、,最後に第三部では、ズー
 ンガル遠征後に新しく形成された地域枠組みであるホヴド参賀大臣管区の形成過程を考察した。ズーン
 ガル平定後の乾隆27(1762)年にウリヤスタイ軍営の移駐を前提にして、屯田を目的とする参賀大臣はホ
 ヴドに派遣され、屯田および築城工事を始めた。同29(1764)年、清朝の国内外情勢によりウリヤスタイ
 官兵のホヴド移駐は中.止されたが、参賀大臣は依然としてホヴドに駐在し、次第にモンゴル諸部を管轄
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 するようになった。そして、乾隆29(1764)年から同46(1781)年にかけてモンゴル諸部は参賀大臣に管
 轄され、参賛大臣管区は地域枠組みとしては乾隆末期から嘉慶初期かけて成立した。その主な条件とし
 ては、かつて清朝とズーンガルの境界地であったホヴド周辺は、その地理的位置を背景にして故地に帰
 還できないオイラド諸部の避難場所であったこともあり、ズーンガル遠征後にハルハとズーンガル両方
 の牧地ではなかったことが挙げられる。
 すなわち、木論文では、まずは新しい史料を使用して新しい知見を加えることによって、オイラド諸
 部に対する清朝の支配諸制度の成立過程を明らかにした。また、清朝はオイラド諸部を支配下に組み入
 れる際、従来の社会構造すなわち集団・部落を率いる者と集団・部落の問に主従関係が成立しているか
 どうかを確認した上で、それぞれ支配制度に組み入れた。これが、オイラド諸部のみならず清代モンゴ
 ルは地域によって制度的差異を生んだ一つの理由である。清朝のオイラド諸部統治策の背景には、対
 ズーンガル政策だけではなく、対ハルハ支配があったことを指摘できた。
き
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 論文審査結果の要旨
 本論文は、モンゴルのオイラド系諸部の清朝への服属過程と、服属したオイラド諸部に対
 する清朝の統治体制を解明しようとするものである。
 オイラド系諸部は、ホショード、ドルベド、トルグード、ホイドなどの部族をもって構成
 される部族連合を基礎としてズーンガルと呼ばれる遊牧騎馬民族園家を形成して、18世紀半
 ばまで中央アジアにおいて強大な勢力をたもって清朝と拮抗したが、1755～57年に清朝軍の
 遠征によって征服された。現在オイラド系の遊牧民は、西モンゴルと呼ばれ、ハルハ・モン
 ゴル(北モンゴル)、内モンゴルとともに、モンゴル民族の下位集団を形成している。
 従来のオイラド系語部に関する研究は、清朝服属前に関するものがほとんどで、服属過程
 についても、一部の部族についての部分的な研究に一1ヒまっていた。本研究は、初めて青海ホ
 ショード部を除くオイラド系譜部全体について、清朝への服属経緯と、清朝が、服属した諸
 部を各地の盟旗や八旗に編入し、統治下に組み込んでいく過程を、モンゴル国立公文書館所
 属清代文書・中国第一歴史梢案館所蔵満文軍機処録副奏摺、黒龍江将軍衙門梢案などの満州
 文・モンゴル文アーカイヴ史料や、『大清実録』、『親征平定朔漠方略』、『平定準爾方略』、『理
 藩院則例』、などの編纂史料を併せ用いながら、詳細に跡づけることに成功している。
 とくに第一部「康煕～雍正期のオイラド語部統治」における18世紀末に清朝に服属したオ
 イラド系集団のチャハル八旗への編入様態や、雍正年聞のウールド盟設置の問題、第二部「ズ
 ー ンガル遠征とオイラド諸部」における、18世紀半ばの清朝による征服前後に投降してきた
 ドゥルベドのウラーンゴム移住や、ダシダワー部の熱河移住に至る経過など、諸集団の居住
 地問題をめぐり二二転三転した清朝の対応を、新1.Uの文書史料を用いて詳細に解明しており、
 従来ほとんど知られていなかった歴史的事実を新たに解明したという点で、研究史」二の価値
 は高い。また第三部「ホヴド参賀大臣管区の形成過程」では、現在のモンゴル国の西部にあ
 たるホヴド参賛大臣管区に編入されたウールド・ミャンガド・ザハチン・トルグード諸部の
 旗編成経緯を、やはり新出の満文・モンゴル文文書によって解明した。本研究により、清朝
 のオイラド統治体制形成過程が解明されたばかりでなく、17～18世紀中葉の清朝のモンゴル
 政策全体が、オイラド問題の処理に大きく影響されつつ策定されていたことの展望が可能と
 なった。また、筆者が清朝のオイラド政策の基本原則として服属前の主従関係に基づく社会
 構成を解体することなく、盟旗制度や八旗制度の枠組みに取り込んでいったことや、旧来の
 首長から属民を分離して安置した場合にも、首長層の本来の属民であるかないかが判断の基
 準とされた事実を指摘したことは、清朝への服嘱によって旧社会関係が解体され、佐領制度
 による再編を受けたという従来の理解に問い直しを迫るもので、清朝の対モンゴル政策全体
 の性格にも関わる重要な指摘であるといえる。
 本研究は、時間的には康煕後半から乾隆後半の100年間に及ぶ期間を対象に、中国・モン
 ゴル所蔵のアーカイブ史料を縦横に駆使して、オイラド系譜集団の清朝服属と統治体制の形
 成というこれまで未解明の問題にいどみ、詳細な事実の解明に成功しており、我が国のモン
 ゴル史研究に貢献するものといえる。また、漢字文化圏外に属するモンゴル国出身の研究者
 として、同国やヨーロッパの研究者がこ.れまで用いることのできなかった中国側史料、とく
 に漢文史料を縦横に駆使したことや、日本・中国の研究動向を踏まえたことは、国際的にも
 研究上の障壁を崩したものであり、大きな意義がある。
 よって、本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める。
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